
箕輪工業高校
（うえのばやしだより）

平成１７年１月２６日

第２回漢字クラスマッチ実施
月 日、第２回クラスマッチを実施しました。2 13

なかなか難しい問題
ですが毎回満点者も
多数出ています。

今月の17日前後は日本中を震撼させた十年前の「阪神大震災」の話題で持ちきりです。
テレビや新聞が特集を組み当時の被害状況、その後の復興状況を伝えていますが、改めて、惨状、爪痕
を見るにつけ、地震の恐ろしさを再認識致しました。折しも昨年十月の新潟中越地震、暮れのスマトラ
沖地震の被災地方の映像に触れるにつけ、この伊那の地は今回は被災を免れましたが、震災に遭わなくて
も、地震等の自然災害にどう対処するのか、重い課題を突きつけられた思いがいたします。
さて、箕工は一年間のまとめの三学期に入っています。日頃から生徒達には、挨拶の励行
を呼び掛けているところですが、地元の皆様に挨拶ができているでしょうか。皆さんか
らの忌悼のないご意見をお待ちしております。今年もー年間よろしくお願い致します。

高校入試当面の日程

（水）前期選抜出願受付開始2/ 2
（金） 〃 締切（正午）2/ 4
（木）前期選抜入学試験2/10
（ ） （ ）2/18 PM1:00金 〃 合格発表 ～
（火）〃入学確約書締切（正午）2/22
（木）後期選抜出願受付開始2/24
（月） 〃 締切（正午）2/28

第

＜進路報告（進学者）＞
、 、 （ 、 ）、本年度 一月現在の進学希望者は 三年生全体で概ね４０％ 普通科５０％弱 工業科３０％

進学先は、大学１５％、短大５％、専門・各種学校６０％、技術専門校２０％です。経済の冷え
込みを反映して、大学・短大の伸び悩みと、低学費で確実な技術習得を目指す技術専門校の増加
傾向が見て取れます。確実に合格可能な指定校推薦や、合格可能な受験先への一般推薦が９０％
を占め、昨年１０月から１２月に既に合格しています。試験を受けて合格を目指す生徒は１０％
程度で、いよいよ受験の時期を迎えようとしています。
本校には全国から５０大学、２０短大、４０専門校から指定校推薦枠を戴いており、進学希望

者の４～５倍の指定校枠があります。大学、短大の多くは指定校を利用しますが、専門校につい
ては、生徒の希望が様々で、指定枠との一致を見ない例が多数ですので、希望と合致した合格の
可能性の高い受験先を指導することになります。
就職希望者同様、進学希望者にも二年生終了時には個名で希望校を決定するよう指導しており

ますので、三年生の７月には受験先もほとんど決まり、上述のような早目の進路決定と合格が実
現しています。

学校長挨拶

新年度の学友会執行部が左表のように決まりました。
本年度の執行部の諸君が大変よく頑張り、本校を盛り上げ

てくれました。新年度の役員を中心に、箕工を更に魅力のあ
る学校にするよう活躍を期待します。

会 長 2C 田畑智明 会 計 1C 林 真教
副会長 2C 小林智大 書 記 1D 内山勝仁
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2G 宇治富美香 保健委員長 2G 井口 俊
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新年度学友会執行部決まる

定時制の紹介
少人数の教育が特色の本校定時制では、入学後、多くの生徒たちが自らの居場所を見つけ、充実し

た学校生活を送る姿がみられます。生徒と職員が、ものづくりという機械科の特性を生かしながら毎
日を過ごしています。

修学指導事業(6/23)
いわゆる社会見学です。今年度は松代地下壕を見学し、平和について学びました。戦争中に巨大

な地下壕が掘られていたことだけでなく、研究し保存を呼びかけたのが長野俊英（旧篠ノ井旭）高
校の生徒たちであったことにも驚かされました。また学習した結果を箕工祭で展示発表しました。

松代地下壕

１年生の実習風景

箕輪工業高校ホームページ
http://www.nagano-c.ed.jp/minoko/

箕輪工業高校の情報やうえのばやしのバックナンバー等ご覧いただけます。

学校に対するご意見・ご要望は
または （代表）minoko@nagano-c.ed.jp ℡ 0265-79-2140

教頭松崎までお願いいたします。

箕工祭展示発表
箕工祭( ､ ）10/2 3
今年は全日制の生

徒会と共催し、定時
制として展示だけで
なくステージ発表に
も箕輪太鼓で積極的
に参加しました 箕。「
輪太鼓保存会」の方
にご指導をいただい
て練習に励み、全校
生徒の前で発表しま
した。とても緊張し
ましたが、充実感を味わうことができました。箕輪太鼓発表

生活体験文発表会 (8/27)
定時制独自の行事です。これまでの生活を見つめ、自分自身

を語ることはなかなか難
しいことですが、生活体
験文の作成と発表を通し
て生徒たちは成長してい
きます。代表が南信大会
にも参加しますが、取り
組んだ全員の生活体験文
は定時制の生徒会誌「上
の林」に収録され、成長
の跡を記録しています。

百人一首大会（1/21)
定時制恒例の百人一首大会

。が生徒会主催で行われました
全学年を６チームに分け、リ
ーグ戦で行いました。日本古
来の室内ゲームを和気あいあ

。いと楽しむことができました

ドリル風景
基礎学力向

上をめざして、
毎日グループ別
に行っていま
す。内容は漢字
ドリル、計算ド
リルの２種類
で、授業の一環
として行ってい
ます。


